
LIFEに向けての
栄養ケアマネジメントの再確認

～栄養マネジメント強化加算に向けて～

令和４年 ３月８日（火）

栄養（給食）職員研修会委員 富松 浩美



科学的介護情報システム（LIFE)について

厚生労働省老健局老人保健課通知より



科学的介護推進の関する評価 （一部抜粋）





栄養マネジメント強化加算

厚生労働省老健局老人保健課通知より

厚生労働省HPより
ダウンロードして

下さい！



別紙様式4-1 （一部抜粋）

栄養・摂食嚥下スクリーニング・アセスメント・モニタリング（様式例）



別紙様式4-1 （一部抜粋）

栄養・摂食嚥下スクリーニング・アセスメント・モニタリング（様式例）

食事摂取量の
決定方法は？

提供栄養量について考えましょう！
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別紙様式4-1 （一部抜粋）

栄養・摂食嚥下スクリーニング・アセスメント・モニタリング（様式例）



エネルギー量を算出のための確認

Long CLの論文より

＊日本食事摂取基準2020より

日本食事摂取基準2020より

表１　高齢者（65～74歳）の推定エネルギー必要量（身体活動レベル）

身体活動レベル Ⅰ（1.45） Ⅱ（1.7） Ⅲ（1.95） Ⅰ（1.45） Ⅱ（1.7） Ⅲ（1.95）
エネルギー（kcal/日) 2,050 2,400 2,750 1,550 1,850 2,100

表２　高齢者（75歳以上）の推定エネルギー必要量（身体活動レベル）

身体活動レベル Ⅰ（1.4） Ⅱ（1.65） Ⅲ Ⅰ（1.4） Ⅱ（1.65） Ⅲ
エネルギー（kcal/日) 1,800 2,100 1,400 1,650

レベルⅡは自立
レベルⅠは高齢者施設で自立に近い状態で過ごしているもの

男性 女性

男性 女性

表3　年齢階級別に見た身体活動レベルの群分け（男女共通）

身体活動レベル Ⅰ（低い） Ⅱ（ふつう） Ⅲ（高い）
50～60歳 1.50 1.75 2.00
65～74歳 1.45 1.70 1.95
75歳以上 1.40 1.65

表４　活動係数
1.0

寝たきりが多い
臥床生活（臥位・座位・這う・いざる等の身体移動が
可能で、寝たきりより活動が多い）
歩行可能・車椅子（歩行可能だがあまり動きがない、
移動に車椅子を使用している）
離床生活・弱（歩くのが1時間程度で身体活動で身支度
等で立位を取り、大部分が座位）

1.4* 高齢者施設で自立に近い状態で過ごしている
離床生活・中（歩くのが2時間程度で身体活動で身支度
を含む立位が比較的多く、大部分が座位）

1.2

1.25

1.3

1.5

寝たきり・車椅子（座位のみ）
1.1

寝たきり

復習です！



必要エネルギー量・たんぱく質には、ストレス係数を乗じる

1.00
1.15～1.30
1.10～1.30
1.10～1.30
1.20～1.40
1.20～1.40
1.20～2.00

多臓器不全症候群
熱傷

ストレス係数
術後（合併症なし）
長官骨折
癌
腹膜炎、肺血症
重症感染症、多発性外傷

1.1g
1.1～1.6ｇ
1.6～4.2ｇ
1.2～2.0ｇ
～0.8ｇ

低栄養状態改善（腎機能障害がある場合を除く）
腎機能障害（腎機能の病態による）

感染症や熱症など異化亢進患者
術後の患者（合併症なし）
発熱や外傷がない内科疾患

表5 基礎代謝量に乗ずるストレス係数

表6 褥瘡時のエネルギー/たんぱく質の必要量

表７ たんぱく質算出における各種病態下、
低栄養状態におけるたんぱく質の必要量

・必要エネルギー量＝基礎代謝量×活動係数×ストレス係数

・たんぱく質必要量＝1.0ｇ～1.2ｇ×標準体重

復習です！



基礎代謝式による必要エネルギー量の違い

推定エネルギー必要量（kcal)
平均値 中央値 最小値 最大値

男性 1343 1320 1032 1902
女性 1191 1190 950 1471
全体 1221 1206 950 1902

1375.921653

#N/A
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推定エネルギー必要量（kcal)
平均値 中央値 最小値 最大値

男性 1559 1537 1265 1882
女性 1328 1310 1032 1644
全体 1372 1380 1032 1882

1217.389603
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図-１ハリスベネディクト式 図-2 FAO/WHO/UNUの式(６０歳以上)*

日本食事摂取基準2020より

*男(36.8×W+4,719.5×H/100-4,484)/4.186

女(38.5×W+2,665.2×H/100-1,264)/4.186

確認です！



エネルギー量を求めましょう！

日本食事摂取基準2020より

食品成分表8訂との違い

精白米 60g 60ｇ×3 60g 60ｇ×3

1食 3食 1食 3食

2015 215 645 1.83 5.49

2020 205 615 1.83 5.49

-30

エネルギー（kcal)

356

342

6.1

6.1

100ｇ　100ｇ

たんぱく質(g) たんぱく質
は変化なし

確認です！

令和3年度推定エネルギー必要量の算出 （90人）

年齢区分〈歳） 性別 人数（人）

Ⅰ(1.5) Ⅱ(1.75) Ⅲ(2) 男性 女性 男性 女性 合計

65～74歳 男性 2 2 0 0 2050 4100

女性 2 2 0 0 1550 3100

75歳以上 男性 18 18 0 0 1800 32400

女性 68 68 0 0 1400 95200

1498

身体活動レベル 推定必要量エネルギー　Ⅰ



エネルギー量を求めましょう！

・全利用者様の必要エネルギー量から、最大値・最小値・中央値を求
め、推定エネルギー量の平均とも比較し、給与栄養量を求めます。

①推定エネルギー必要量からの平均 ⇒ 1498kcal
②ハリスベネディクト式 ⇒ 1221kcal 151kcalの差
③FAO/WHO/UNUの式(６０歳以上)⇒ 1372kcal

・給与栄養量が決定後、各個人（食事形態・主食の量・補助食等々）
に応じた提供栄養量が決まります。

・必要栄養量（kcal/日）＝基礎代謝量（kcal/日）×身体活動レベル
(活動係数×ストレス係数）



提供栄養量の決定

1、エネルギー1350kcalとたんぱく質51gと決定
2，お米を1食当たり58ｇと決めます。約エネルギー200kcal/たんぱく質3.5ｇ

3食で主食のエネルギー600kcal/たんぱく質10.5ｇ
3，牛乳とおやつのエネルギーとたんぱく質をおおよそ決めます。

200kcal/6.5g
4, 1から２+３を引くと副食のエネルギー550kcal/たんぱく質34ｇ

となります。
5，３については、間食として取り扱うのか副食とするのかは、各施設で決め

て下さい。

たんぱく質(g) 脂質(g) 炭水化物(g) P=1350×15/100=210/4=50.6

栄養目標量 50.6 37.5 202.5 F=1350×25/100=350/9=37.5

栄養目標量　（まるめ値） 51 38 200 C=1350×60/100=840/4=202.5

FAO/WHO/UNUの式(６０歳以上)*を使用してエネルギー量を算定 まるめ値で1350kcalとしました。



エネルギーとたんぱく質を表にしておくと便利です。

例：ひまわりの丘 （8訂より）

1日　 常食 1350kcal 51.0g ソフト食 1350kcal 51.0g ミキサー食 1000kcal 35g 2022年4月1日より

重量 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質

小盛 マンナン25％ 120ｇ 130 2.2 390 6.6 940 40.6 670 23.6

ご飯 120ｇ

軟飯 135ｇ

全粥 250ｇ

ミキサー
（１食分）

250ｇ

普通盛 マンナン25％ 140ｇ 160 2.7 530 8.1 1080 42.1 810 25.1

ご飯　1.4倍 140ｇ

軟飯　1.8倍 160ｇ

全粥　5倍 300g

大盛 マンナン25％ 160ｇ 200 3 600 9 1150 43 810 26

ご飯 160ｇ

軟飯 190ｇ

全粥 350ｇ

24.6

880 27.5

大盛
米70ｇ

240 4.2 720 12.6 1270 46.6 1000

43 790 26

普通盛
米58ｇ

200 3.5 600 10.5 1150 44.5

小盛
米50ｇ

170 3 510 9 1060

常食・ｿﾌﾄ
550

朝150
昼200
夕200

刻み500

ミキサー
350

常食・ｿﾌﾄ
34

朝10
昼12
夕12

刻み30

ミキサー
23

常食・ｿﾌﾄ
280

朝80
昼100
夕100

刻み250

ミキサー
170

常食・ｿﾌﾄ
17

朝4
昼7
夕6

刻み15

ミキサー
12

200
（122+75）

6.5
（4.4+2.1）

2020/2/27

主食形態
１食分　主食 1日分主食 1日分副食（常食） ハーフ1日分副食 おやつ（牛乳含む） 1日朝・昼・夕 ハーフ1日朝・昼・夕



別紙様式4-1 （一部抜粋）

栄養・摂食嚥下スクリーニング・アセスメント・モニタリング（様式例）



栄養ケア計画書

・栄養ケア・経口移行・経
口維持が同じ計画書でよい

・短期目標による分類

①栄養補給・食事

②栄養食事相談

③経口移行の支援

④経口維持の支援

⑤多職種による課題の解決
など

・家族のサインをする場所
がなく説明日と記載



最後に・・・

今回の介護報酬改定により

①LIFEによるデーター活用のための数値化

各施設の利用者の活動量により、提供栄養量を定めました。

提供栄養量から数値が見えるので、栄養計画に移行できます。

②①の作業により、栄養マネジメント強化加算に導かれます。

③経口維持加算Ⅰが、栄養ケア・マネジメントと同じプロセス、

計画書に導入されたので経口維持加算が取得しやすくなります。

ご清聴ありがとうございました。


